
高齢社会が元気になるモビリティ社会

名古屋大学COIビジョン

超高齢社会であっても、すべての人が地域差や個人差なく、いつまでも社会の現役として活躍できる社会の実現を目指
します。そのために、高齢者が自らの意思でいつでもどこへでも移動して活動できる手段に関わる基盤技術の確立を目
指し、研究開発を推進します。

すべての人が、いつでも・いつまでも活動でき、
人との深い絆（Tie）を基礎として安心して生きていける社会の実現

SDGs

解決を目指す社会課題
2007年 世界の中でも日本が最初に

超高齢社会に突入

21%
65歳以上

3人に
1人2036年

持続可能な開発目標（SDGs）とは、国連にて採択された
17つある国際目標のことです。
その内、名古屋大学COIでは、次の4つに貢献します。

国内市場の縮小 労働人口の減少

社会

生活や人生観の大きな変化

特に高齢者は、
■ 加齢による心身機能の低下
■ 認知症やがんなどの疾患リスクの増大
■ 移動困難者や交通事故被害者といった
　 社会的弱者になりやすい

個人




